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道具の取り扱い
（安全の）ポイント

3

不安全行動のみ

１２％

５％

１％

不安全行動
不安全状態

８２％

不安全状態のみ

事故は、この時起きている！！
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不安全状態×不安全行動
＝事故（８２％）

不安全状態（＝０）×不安全行動
＝事故（８２％→０％）

事故は掛け算

5

式 ： ０×A＝０

作業手順（書）と リスクアセスメント

安全に道具を使うために！

追加資料編
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作業手順（書）

作業手順＝手順＋急所

つまり、安全（急所）で効率の良い仕事（手順）の順序
安全：危なくない作業 → 安全の急所
手順：効率の良い仕事 → ３無主義

・ムリ
・ムダ
・ムラ のない作業（仕事）

リスク ：人間の行為が，人間の生命，財産，生存環境などに損害を
与える恐れ。

アセスメント：「評価」や「査定」など。

リスクアセスメント

「再発防止の安全衛生管理」 ⇒ 「予防の安全衛生管理」
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「再発防止の安全衛生管理」

⇒ 「予防の安全衛生管理」

作業手順（書）と リスクアセスメント

作業手順書の作成方法
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作業手順はどんな時に必要か

・安全を確保したいとき
・能率を上げたいとき
・関係作業員に周知したいとき

・経験が浅い作業員が作業する時

・技能が未熟な作業員が作業する時

・今までと違った、作業をする時

（例）

作業手順の作り方（１）

①作業条件はなにか
機械・材料・作業等

②作業順序（順番）を組み立てる
動作を（VTRなど録画して）確認する

③安全のポイントを決める
危険な作業はどこか確認（見定める）する

④作業員の意見を聞く

⑤実施（試行）を繰り返す
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作業手順の作り方（２）
動作を確認する

①作業手順を作成する範囲を決める

➁作業の流れを決める

③作業内容ごとに主な手順に分解する

（①準備→➁本作業（作業→確認）→③後始末）

④各手順について合理的な順序に並べる

作業手順の作り方（３）
安全ポイントを決める

①作業の順序に従って安全（急所）のポイントを決める

➁ 急所を定めるときの注意点
・ 誰もが同じ行動ができること
・ 建設的な表現にすること
・ 数値による表現も大切
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作業手順の作り方（４）
作業員の意見を聞く

・ 安全ミーティング 等で作業員の意見を取り入れる

・ 作業手順書にまとめる

作業手順の作り方（５）
実施する

・ 作業を実施する

・ 作業手順書の見直しを都度行う
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作業手順の作り方（６）
職長が作成する理由

作業手順書を「職長」が作成（協力）する理由

・ 急所をよく知っているから

・ その作業のプロであるから

・ 作業員の使いやすいものが作れるから

・ 教えやすい作業手順書ができるから

作業のやり方を標準化する

・ 経験と勘とコツ

・ みよう見真似

・ 習得に時間がかかる

・ 怪我が多かった

過去

・ 技を盗む

・ 手順+急所（安全）

・ 教育指導により習得

・ 安全に実施する

現在

・ 誰がやっても同じ結果

作業手順の作り方（７）
標準化
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作業手順書の対象作業の例

機械＋材料＋作業内容

①釘打ち機（機械） による 野地板 （材料） 張り（作業）

➁カッター （機械） による 石膏ボード（材料） 切断（作業）

③丸のこ （機械） による 巾木 （材料） 切断（作業）

④脚立 （機械） による 壁PB （材料） 張付け（作業）

⑤外部足場上（設備）で

電気ドリル（機械）によるサイディングボード（材料）外壁取付（作業）

➁①
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●はしご兼用脚立は、正し く 使われていな

いと転倒や転落の危険があり ます。お使

いになるときは、はしご兼用脚立の安定

した状態を確認してく ださい。

●はしご兼用脚立は、昇降面の左右方向に

転倒しやすいので、十分注意してお使い

く ださい。

●はしご状態で使う と きは、大人の補助者

がしっかり と支えて、転倒や転落しない

よう に、十分注意してお使いく ださい。

●この取扱説明書に書かれた使いかた以

外の使用方法や注意事項を守らずに、事

故を起こ さ れても責任を負いかねます

のでご了承く ださい。

取扱説明書

はしご兼用脚立

このたびは本製品を、 お買い上げいただきまし

てありがと う ございます。

この取扱説明書は、 本製品の使いかたと使用上

の注意事項について記載しています。

ご使用前には必ず、 この取扱説明書をよく お読

みいただき、事故が起こらないよう 、内容にした

がって正し く お使いく ださい。

また、お読みになった後も、この取扱説明書をす

ぐに取り出せる所へ大切に保存してく ださい。

④③

⑤
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作業
区分

番号
可
能
性

の
度
合

重
篤
度

評
　
価

優
先
度

4

1

3

5

7

8

1

2

作業内容 丸のこによるコンパネ切断作業 作業人員 １人

使用機械 使用道具 丸のこ（点検シール付）

使用材料 コンパネ 保護具 保護帽・保護メガネ

資　　格 携帯用丸のこ盤を使用する作業に従事する者に対する安全教育受講者 特記事項

作業手順 安全ポイント（急所） 危険性又は有害性 リスク低減対策 実務者

・作業服の袖口は留める

・軍手はしない

・靴ヒモは結ぶ、ヒモのない靴を履く

・スイッチをOFFにし電源を抜いた状態で安全カバーが
 作動するか確認する

不意にスイッチが入り手を切る

・刃の出、切れ、刃こぼれを点検する

・節目割れはないか

材料を置く ・輪木を並べて水平にコンパネを置く

周囲の確認 ・足元が散らかっていたら片付ける 足元でつまづく

・コードの長さは材料にあわせて余長を持たせる

・半身になって切断面の真後ろにこない位置に体を置く

・途中で止めないで、一定の速度で真直ぐ押す

・スイッチをいれて回転音が一定になってから切り始める

・切断方面に手を置かない

スイッチを切りコンセントを
抜きコードは束ねる

・端材を片付ける

切り終わる ・丸のこは回転が完全に止まってから刃を上に置く 丸のこが逆送して足を切る

片付け

整理整頓 余剰材、切りクズ つまづいて転ぶ

準
　
備

本
作
業

後
始
末

1

2

3

2

4

6 切る

服装の点検

丸のこの点検

コンパネの点検

丸のこのコードを
調整する

切り始める

保護メガネをかける

作業手順書　　⇒　リスクアセスメントを活かした作業手順書

節目に刃が引掛り丸のこがはね
て手を切る

丸のこに巻き込まれる

材料を押える
・巾の狭い材料は釘等で押える

・コードは切る方向におかない

・作業台使用時は高さを確認する

・コード、プラグの破損、及びアースを確認する

リスクアセスメント作成方法
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リスク ：人間の行為によって、人間の生命，財産，生存環境など
に損害を与える恐れ。

アセスメント：「評価」や「査定」など。

リスクアセスメント

「再発防止の安全衛生管理」 ⇒ 「予防の安全衛生管理」

リスクを数値で考える
人間の生命，財産，生存環境などに与える損害の可能性（頻度）と損害（受傷）の重大性

災害（ケガ）発生の可能性（頻度）

災害の受傷の重大性

３６か月に１回程度かなり起こる

２１年度に１回程度たまに起こる

１５年間に１回程度ほとんど起こらない

数 値可能性の判断基準災害が発生する可能性の度合

３死亡、障害を伴う災害の場合極めて 重大

２休業災害の場合重 大

１不休災害の場合軽 症

数 値重大性の判断基準災害の受傷の重大性・重篤度

25
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作業
区分

番号
可
能
性

の
度
合

重
篤
度

評
　
価

優
先
度

4

1

3

5

7

8

1

2

作業内容 丸のこによるコンパネ切断作業 作業人員 １人

使用機械 使用道具 丸のこ（点検シール付）

使用材料 コンパネ 保護具 保護帽・保護メガネ

資　　格 携帯用丸のこ盤を使用する作業に従事する者に対する安全教育受講者 特記事項

作業手順 安全ポイント（急所） 危険性又は有害性 リスク低減対策 実務者

・作業服の袖口は留める

・軍手はしない

・靴ヒモは結ぶ、ヒモのない靴を履く

・スイッチをOFFにし電源を抜いた状態で安全カバーが
 作動するか確認する

不意にスイッチが入り手を切る

・刃の出、切れ、刃こぼれを点検する

・節目割れはないか

材料を置く ・輪木を並べて水平にコンパネを置く

周囲の確認 ・足元が散らかっていたら片付ける 足元でつまづく

・コードの長さは材料にあわせて余長を持たせる

・半身になって切断面の真後ろにこない位置に体を置く

・途中で止めないで、一定の速度で真直ぐ押す

・スイッチをいれて回転音が一定になってから切り始める

・切断方面に手を置かない

スイッチを切りコンセントを
抜きコードは束ねる

・端材を片付ける

切り終わる ・丸のこは回転が完全に止まってから刃を上に置く 丸のこが逆送して足を切る

片付け

整理整頓 余剰材、切りクズ つまづいて転ぶ

準
　
備

本
作
業

後
始
末

1

2

3

2

4

6 切る

服装の点検

丸のこの点検

コンパネの点検

丸のこのコードを
調整する

切り始める

保護メガネをかける

作業手順書　　⇒　リスクアセスメントを活かした作業手順書

節目に刃が引掛り丸のこがはね
て手を切る

丸のこに巻き込まれる

材料を押える
・巾の狭い材料は釘等で押える

・コードは切る方向におかない

・作業台使用時は高さを確認する

・コード、プラグの破損、及びアースを確認する

１ ２ ２ ２

１ ２ ２ ２

１ ３ ３ ３
２ ２ ４ ３

２ ３ ６ ４

２ ２ ４ ３

リスクアセスメントの具体的な進め方（優先度を決める）

レベル ５レベル ４レベル ３

３ × ３ = ９２ × ３ = ６１ × ３ = ３
かなり起こる

レベル ４レベル ３レベル ２

３ × ２ = ６２ × ２ = ４１ × ２ = ２
たまに起こる

レベル ３レベル ２レベル １

３ × １ = ３２ × １ = ２１ × １ = １
ほとんど起こらない

死亡・障害休業災害不休災害可能性の度合

極めて重大重大軽症重篤度

リスクの見積り（掛け算法）

状況により改善が必要１レベル １

改善が必要２レベル ２

計画的な改善が必要３ ・ ４レベル ３

抜本的な措置が必要６レベル ４

早急に対策が必要 他の方法に回避する９レベル ５

評価リスクレベル
判定

リスクの見積り優先度
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作業
区分

番号
可
能
性

の
度
合

重
篤
度

評
　
価

優
先
度

4

1

3

5

7

8

1

2

作業内容 丸のこによるコンパネ切断作業 作業人員 １人

使用機械 使用道具 丸のこ（点検シール付）

使用材料 コンパネ 保護具 保護帽・保護メガネ

資　　格 携帯用丸のこ盤を使用する作業に従事する者に対する安全教育受講者 特記事項

作業手順 安全ポイント（急所） 危険性又は有害性 リスク低減対策 実務者

・作業服の袖口は留める

・軍手はしない

・靴ヒモは結ぶ、ヒモのない靴を履く

・スイッチをOFFにし電源を抜いた状態で安全カバーが
 作動するか確認する

不意にスイッチが入り手を切る

・刃の出、切れ、刃こぼれを点検する

・節目割れはないか

材料を置く ・輪木を並べて水平にコンパネを置く

周囲の確認 ・足元が散らかっていたら片付ける 足元でつまづく

・コードの長さは材料にあわせて余長を持たせる

・半身になって切断面の真後ろにこない位置に体を置く

・途中で止めないで、一定の速度で真直ぐ押す

・スイッチをいれて回転音が一定になってから切り始める

・切断方面に手を置かない

スイッチを切りコンセントを
抜きコードは束ねる

・端材を片付ける

切り終わる ・丸のこは回転が完全に止まってから刃を上に置く 丸のこが逆送して足を切る

片付け

整理整頓 余剰材、切りクズ つまづいて転ぶ

準
　
備

本
作
業

後
始
末

1

2

3

2

4

6 切る

服装の点検

丸のこの点検

コンパネの点検

丸のこのコードを
調整する

切り始める

保護メガネをかける

作業手順書　　⇒　リスクアセスメントを活かした作業手順書

節目に刃が引掛り丸のこがはね
て手を切る

丸のこに巻き込まれる

材料を押える
・巾の狭い材料は釘等で押える

・コードは切る方向におかない

・作業台使用時は高さを確認する

・コード、プラグの破損、及びアースを確認する

１ ２ ２ ２

１ ２ ２ ２

１ ３ ３ ３
２ ２ ４ ３

２ ３ ６ ４

２ ２ ４ ３

具体策を記載する

具体策を記載する

具体策を記載する

具体策を記載する

具体策を記載する

具体策を記載する

作業
区分

番号
可
能
性

の
度
合

重
篤
度

評
　
価

優
先
度

4

1

3

5

7

8

1

2

作業内容 丸のこによるコンパネ切断作業 作業人員 １人

使用機械 使用道具 丸のこ（点検シール付）

使用材料 コンパネ 保護具 保護帽・保護メガネ

資　　格 携帯用丸のこ盤を使用する作業に従事する者に対する安全教育受講者 特記事項

作業手順 安全ポイント（急所） 危険性又は有害性 リスク低減対策 実務者

・作業服の袖口は留める

・軍手はしない

・靴ヒモは結ぶ、ヒモのない靴を履く

・スイッチをOFFにし電源を抜いた状態で安全カバーが
 作動するか確認する

不意にスイッチが入り手を切る

・刃の出、切れ、刃こぼれを点検する

・節目割れはないか

材料を置く ・輪木を並べて水平にコンパネを置く

周囲の確認 ・足元が散らかっていたら片付ける 足元でつまづく

・コードの長さは材料にあわせて余長を持たせる

・半身になって切断面の真後ろにこない位置に体を置く

・途中で止めないで、一定の速度で真直ぐ押す

・スイッチをいれて回転音が一定になってから切り始める

・切断方面に手を置かない

スイッチを切りコンセントを
抜きコードは束ねる

・端材を片付ける

切り終わる ・丸のこは回転が完全に止まってから刃を上に置く 丸のこが逆送して足を切る

片付け

整理整頓 余剰材、切りクズ つまづいて転ぶ

準
　
備

本
作
業

後
始
末

1

2

3

2

4

6 切る

服装の点検

丸のこの点検

コンパネの点検

丸のこのコードを
調整する

切り始める

保護メガネをかける

作業手順書　　⇒　リスクアセスメントを活かした作業手順書

節目に刃が引掛り丸のこがはね
て手を切る

丸のこに巻き込まれる

材料を押える
・巾の狭い材料は釘等で押える

・コードは切る方向におかない

・作業台使用時は高さを確認する

・コード、プラグの破損、及びアースを確認する
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道具の取り扱い
安全ポイント

31

くぎ打ち機の例

サイディング用一般くぎ用
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MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明

MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明
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MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明

MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明
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MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明

MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明
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MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明

不安全行動（例）
〇〇しない！
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MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明

MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明
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MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明

不安全状態（例）
安全装置

43

44



2024/3/2

23

MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明

MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明

45

46



2024/3/2

24

MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明
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MAX HN-90N4（D)の取説を例にして説明

出典：厚生労働省 外国人労働者に対する安全衛生教育資料より
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ご安全に！
取説をじっくり確認してみよう！
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